
５
月
10
日
（
日
）
14
時
よ
り

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
市

長
、
各
部
長
含
め
て
市
側
か
ら

20
名
、
住
民
約
20
名
が
出
席

し
、
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
を
開
催
。

は
じ
め
に
市
長
よ
り
令
和
８

年
度
の
主
な
事
業
、
湖
北
台

消
防
署
庁
舎
整
備
工
事
、
下
ヶ

戸
・
中
里
線
、
市
営
日
秀
団

地
給
排
水
管
等
改
善
事
業
に

つ
い
て
説
明
。
そ
の
後
、
意
見

交
換
に
移
り
ま
し
た
。

住
民
10
人
よ
り
市
に
対
し
て

質
問
（
別
記
）
が

あ
り
、
市
長
及
び

担
当
部
長
よ
り

説
明
、
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

質
問
内
容
は
湖

北
台
中
学
校
体

育
館
の
太
鼓
練

習
の
騒
音
問
題
、

中
央
公
園
ト
イ
レ

改
修
、
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
建

設
金
額
及
び
取

り
組
み
方
針
、
路

線
バ
ス
の
老
人
対

策
、
Ｕ
字
溝
の
排

水
、
土
砂
崩
れ
対

策
、
自
転
車
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
問
題
、
空
き
家
対

策
等
で
す
。
こ
の
質
問
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
長
等
か

ら
回
答
、
現
場
確
認
を
行
う

な
ど
話
し
合
い
ま
し
た
。
ふ
れ

あ
い
懇
談
会
は
市
長
、
担
当

部
長
等
が
連
れ
だ
っ
て
来
る
懇

談
会
で
す
の
で
直
接
み
な
さ
ん

の
声
や
要
求
を
聞
い
て
も
ら
う

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
積
極
的
な
参

加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
（Ｊ
・Ｈ
）
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け
や
き
の
風

10
兆
円
も
の
為
替
介
入

で
一
ド
ル
１
５
３
円
台

に
し
ま
し
た
が
、
六
月

四
日
現
在
１
６
０
円
の

円
安
で
す
。
高
市
首
相

に
な
っ
て
発
行
し
た
国
債
が

な
ん
と
58
兆
円
（
こ
れ
は
一

人
当
た
り
44
万
円
の
税
金
の

前
借
に
相
当
）
。
こ
の
円
安

は
高
市
総
理
の
「
責
任
あ
る

積
極
財
政
」
を
市
場
が
評
価

し
た
も
の
で
す
▼
高
市
内
閣

の
発
足
時
は
１
４
７
円
で
し

た
か
ら
、
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
の
輸
入
額
が
８
％
上
昇

し
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ン
戦
争

に
よ
る
原
油
・
ナ
フ
サ
不
足

も
あ
り
６
月
は
一
千
品
目
の

値
上
げ
が
襲
い
ま
す
▼
米
で

は
イ
ラ
ン
戦
争
、
原
油
高
と

関
税
政
策
に
よ
る
物
価
高
で

政
権
支
持
率
が
低
下
し
て
い

ま
す
。
訪
中
で
の
晩
餐
会
で

は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
や
め
て

い
た
ワ
イ
ン
ま
で
飲
ん
で
習

近
平
の
機
嫌
を
と
る
、
ま
た

「
習
近
平
は
偉
大
な
指
導
者
」

と
お
世
辞
ま
で
い
い
、
農
産

物
や
飛
行
機
の
購
入
な
ど
の

成
果
を
得
よ
う
と
必
死
で
し

た
▼
米
中
会
談
に
は
輸
出
規

制
を
し
て
い
た
半
導
体
大
手

企
業
の
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
な
ど

17
の
ト
ッ
プ
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

も
参
加
し
た
の
に
は
驚
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
米
経
済
界
が

最
先
端
産
業
で
も
中
国
と
の

貿
易
を
望
ん
で
お
り
、
「
対

中
経
済
封
じ
込
め
政
策
」
を

緩
和
し
、
良
好
な
経
済
関
係

を
取
り
も
ど
そ
う
と
の
意
思

の
表
れ
で
す
▼
米
の
政
策
転

換
を
知
ら
ず
に
敵
視
政
策
を

進
め
、
対
中
関
係
を
悪
化
さ

せ
続
け
て
い
る
高
市
政
権
は

日
本
の
経
済
的
衰
退
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
最
悪
の
政
権

だ
と
思
い
ま
す
。
（
Ｓ
・
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野里

080-5646-9147

鈴木 7139-3421

２
０
２
６
年
度
第
１
回
市
政
ふ

れ
あ
い
懇
談
会
開
か
れ
る

公
共
施
設
の
種
類
は
廃
棄

物
処
理
施
設
、
管
理
者
は
我

孫
子
市
長
星
野
純
一
郎
、
事

業
目
的
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
に
係
る
基
本
方
針
」

を
具
現
化
し
、
循
環
型
社
会

を
構
築
す
る
た
め
の
資
源
化

施
設
と
し
て
整
備
し
、
適
切

な
運
営
を
行
う
こ
と
。
事
業

概
要
、
本
事
業
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
（
注
、
設
計
・
施
工
・

運
営
を
一
括
民
間
委
託
）
に

よ
り
実
施
。
設
計
・
施
工
業

務
は
民
間
事
業
者
単
独
又
は

民
間
事
業
者
が
設
立
す
る
共

同
企
業
体
が
行
う
。
本
事
業

の
運
営
業
務
は
、
民
間
事
業

者
が
設
立
す
る
特
別
目
的
会

社
が
行
う
。
民
間
事
業
者
は

35
年
間
以
上
の
施
設
使
用
を

前
提
と
し
て
設
計
・
施
工
・

及
び
運
営
を
行
う
。
本
施
設

の
設
計
・
施
工
業
務
に
つ
い

て
は
、
循
環
型
社
会
形
成
推

進
交
付
金
（
交
付
率
１
/
３
）

の
対
象
事
業
と
し
て
実
施
予

定
。
施
設
概
要
、
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設

（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

処
理
対
象
物
を
受
け
入
れ
、

破
砕
や
選
別
等
を
行
う
資
源

化
施
設
。

〇
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
処

理
系
列
（
破
砕
・
選
別
・
保

管
）
７
・
１
ｔ
／
日

〇
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
系
列

１
０
・
１
ｔ
／
日
（
選
別
・

圧
縮
梱
包
・
保
管
）

〇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
処
理
系
列

２
・
１
ｔ
／
日
（
選
別
・
圧

縮
梱
包
・
保
管
）

〇
び
ん
処
理
系
列
４
・
５
ｔ

／
日
（
選
別
・
保
管
）

空
き
缶
処
理
系
列
１
・
７
ｔ

／
日
（
選
別
・
圧
縮
・
保
管
）

※
（
資
源
物
保
管
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
保
管
）
保
管
品
目
、

金
属
類
、
廃
食
用
油
、
乾
電

池
、
蛍
光
管
、
小
型
二
次
電

池
（
製
品
も
含
む
）
、
古
紙

類
、
家
庭
用
小
型
家
電
製
品
・

家
電
製
品
、
剪
定
枝
木
、
不

燃
有
価
物
、
不
法
投
棄
回
収

物
、
動
物
死
体

供
用
開
始
２
０
３
０
年
４

月
１
日
（
我
孫
子
市
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
実

施
方
針
（
案
）
よ
り
）

２
０
２
６
年
５
月
25
日
の

事
業
費
の
推
移
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
令
和
４

年
度
整
備
費
（
３
年
間
）
47

億
２
千
万
円
が
令
和
８
年
度

で
は
１
１
７
億
５
千
万
円
と

な
り
市
民
の
中
で
論
議
を
呼

ん
で
い
る
。

（
Ｔ
・
Ｏ
）

市
長
よ
り
湖
北
台
消
防
署

整
備
等
に
つ
い
て
説
明

湖
北
台
支
所
跡
地
と
移

転
予
定
の
湖
北
台
消
防
署

の
跡
地
利
用
、
ま
た

12

月

31

日
閉
鎖
予
定
の
湖

北
台
市
民
セ
ン
タ
ー
閉
館

に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
湖
北

台
に
も
図
書
館
の
声
が
聞

か
れ
て
い
ま
す
。

柏
市
で
は
柏
駅
前
の
旧

そ
ご
う
跡
地
に
市
役
所
、

図
書
館
、
文
化
会
館
な
ど

の
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｈ
）

「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
っ

て
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

施
設
で
行
う
業
務
は

47
億
円
が
117
億
円
に
増

太
鼓
練
習
の
騒
音
や
中

央
公
園
の
ト
イ
レ
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

建
設
金
額
な
ど
の
質
問

市
長
は
じ
め
市
側
20
名

市
民
20
名
参
加

現在の湖北台消防署と移転前の湖北台支所

湖
北
台
に
図
書
館
が

欲
し
い
よ
ね

完成ま近い訓練施設が整った湖北台消防署
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ト
ラ
ン
プ
の
気
ま
ぐ
れ
発
言

そ
の
実
は
相
場
操
作
と
聞
け
ば
お
ぞ
ま
し

七
丁
目

山
野

美
津

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ラ
ン
の
歴
史

戦
争
に
か
ら
ま
る
を
知
る
は
悲
し
き

五
丁
目

鈴
木

明

牛
蛙
夕
焼
け
チ
ャ
イ
ム
に
合
わ
せ
鳴
く

う
し
が
え
る

三
丁
目

松
永
美
穂
子

ヨ
シ
キ
リ
の
声
し
き
り
な
し
草
調
べ

七
丁
目

山
里

歩

跳
ね
も
す
る
抱
き
つ
き
も
す
る
に
物
言
え
ず

五
丁
目

一
言
有
三

湖
北
台
団
地
の
西
側
に
あ

る
中
央
学
院
高
等
学
校
へ
の

坂
の
手
前
に
木
造
の
作
業
小

屋
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
の
活
動

の
中
心
で
あ
り
、
見
学
者
の

集
合
場
所
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
小
屋
の
前
に
は
小
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
周
辺

だ
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
護
岸

で
な
く
、
蛇
篭
で
岸
辺
が
保

護
さ
れ
て
、
開
放
的
な
空
間

に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
の
方
は
、
成
田
線
に
沿
っ

た
入
り
口
（
写
真
）
や
東
我

孫
子
駅
か
ら
徒
歩
５
分
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
こ
ち
ら
を

利
用
す
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
東
我
孫
子
側

入
口
の
ゴ
ル
フ
場
の
桜
の
大

き
な
古
木
が
今
春
、
三
本
切

り
倒
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
以
前
と
は
雰
囲
気
が
だ

い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
「
蛍

が
見
た
い
」
と
い
う
声
も
聞

き
ま
す
が
、
例
年
七
月
半
ば

ご
ろ
に
は
蛍
が
飛
び
交
う
よ

う
に
な
り
ま
す
。
蛍
は
明
る

い
と
こ
ろ
を
嫌
う
と
い
わ
れ

ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
き
な

木
の
枝
が
張
り
出
し

た
よ
う
な
と
こ
ろ
を

好
ん
で
飛
び
交
い
ま

す
。
こ
こ
で
見
ら
れ

る
蛍
は
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
で
す
。

こ
の
谷
津
は
我
孫
子

市
内
で
も
昔
の
谷
津

田
の
状
態
が
よ
く
残

さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
植
物
の

専
門
家
に
よ
る
と
、

植
物
の
種
類
も
５
０

０
種
に
及
ぶ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
夏
の

暑
さ
も
や
わ
ら
げ
て
く
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
ね
て

(https://jcp-a biko.

com/ )※日本共産党我

孫子市議

団、で検

索しても

見れます。、

我 孫 子 市 議 団
ホ ー ム ペ ー ジ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

日
本
共
産
党
の
小
池
書
記

局
長
は
５
日
、
国
会
内
で
記

者
会
見
し
、
同
日
成
立
し
た

２
０
２
６
年
度
補
正
予
算
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
国
際
法
違
反
の
イ
ラ

ン
攻
撃
と
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の

事
実
上
の
閉
鎖
に
よ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
石
油
製
品
の
価

格
高
騰
と
資
材
不
足
が
暮
ら

し
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
本
日
成
立
し
た

補
正
予
算
は
予
備
費
を
積
み

上
げ
た
だ
け
で
、
電
気
・
ガ

ス
料
金
支
援
の
ほ
か
に
は
具

体
策
が
何
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

国
会
が
そ
の
使
い
道
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
な
い
巨
額
の
予
備
費

は
憲
法
の
財
政
民
主
主
義
に

反
し
ま
す
。

首
相
は
「
流
通
の
目
詰
ま

り
」
と
事
態
を
わ
い
小
化
し

ま
す
が
、
「
目
詰
ま
り
」
し

て
い
る
の
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

で
あ
り
、
無
法
な
戦
争
を
た

だ
ち
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を

強
く
求
め
ま
す
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

生
活
支
援
の
具
体
策
な
し
、
暮
ら

し
応
援
す
る
政
治
へ
の
転
換
を

政
府
は
来
年
３
月
よ
り
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
保
険
薬

と
同
等
の
類
似
薬
）
に

自
費
徴
収
部
分
（
４
分

の
１
）
を
設
定
し
ま
し

た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、

痛
み
止
め
、
風
邪
薬
な

ど
該
当
す
る
医
薬
品
薬

価
の
４
分
の
１
を
自
費

で
徴
収
（
消
費
税
+
）

残
り
４
分
の
３
を
保
険

で
徴
収
し
ま
す
。
（
例
）

こ
れ
ま
で
は
１
０
０
０

円
の
薬
価
な
ら
２
割
負

担
の
人
は
２
０
０
円
が

徴
収
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

27
年
３
月
か
ら
、
自
費

徴
収
分
２
５
０
円
+
消
費
税

＝

２
７
５
円
、
保
険
分
７
５

０
円
の
２
割
１
５
０
円
合
計

４
２
５
円
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
負
担
が
２
倍

以
上
に
な
り
ま
す
。
こ

の
他
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
制
度
が
設
け

ら
れ
医
療
保
険
と
し
て

賦
課
さ
れ
徴
収
さ
れ
ま

す
。
国
保
・
後
期
高
齢

者
保
険
は
被
保
険
者
の

み
の
負
担
。
さ
ら
に
医

療
保
険
の
改
悪
が
狙
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
役
世

代
の
負
担
を
減
ら
す
と

し
て
健
康
保
険
法
が
改

定
さ
れ
ま
し
た
が
被
保

険
者
一
人
当
た
り
わ
ず

か
33
円
減
額
と
い
う
も
の
で

す
。

（
Ｋ
・
Ｓ
）

健康保険の破壊につながる改悪

春
に
な
る
と
自
然
と

道
ば
た
や
土
手
に
現
れ

る
「
よ
も

ぎ
」
、
実
は

こ
の
身
近
な

植
物
、
古
く

か
ら
日
本
や

東
洋
で
薬
草
・

食
用
・
浄
化

の
植
物
と
し

て
大
切
に
さ

れ
て
き
ま
し

た
。よ

も
ぎ
は

体
を
整
え
心

を
落
ち
着
か

せ
、
自
然
の
力
で
私
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

植
物
で
す
。
物
価
高
騰
の

お
り
、
経
済
的
に
も
優
し

い
植
物
で
す
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

健康の告知板

経
済
的
に
優
し
く
美

味
し
い
「
よ
も
ぎ

」


